
 独自のナノテクノロジー技術により作製され

たグルコース搭載ナノ粒子「ナノマシン」に、

目的の薬剤を内包し投与することにより、血

液脳関門を突破させ、脳内送達を可能にす

ることに成功しました

 空腹時に、グルコーストランスポーターを

認識するリガンド分子を修飾したナノマシ

ンを投与し、その後血糖値を上昇させると、

同粒子が脳内に極めて効率よく送達され

ます

 脳腫瘍やアルツハイマー病にとどまらず、
うつ病や統合失調症など、広範な脳神経
疾患治療への大きな貢献が期待できます

脳への集積量6.0％を達成

血液-脳関門を効率よく突破するナノマシン

分子バーコード

ポリオウィルス
の特徴を模倣

100 nm

ナノマシンの電顕像
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既存薬の100倍
（投与量）6%
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グルコース修飾高分子ミセルがGLUT1と相互作用
し、脳血管内皮細胞内に取り込まれる
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脳血管内皮細胞内をミセルが移動する

脳実質側でミセルがGLUT1から離れ、脳実質に移
行する

ミセルがニューロンに到達する

GLUT1は再利用される

：グルコースリガンド

][

：グルコースリガンド修飾高分子ミセル

：GLUT1

GLUT1介在BBB突破薬剤送達技術は、概念特許として国内で成⽴しています


